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一
日
晴
　
明
方
五
時
、
時
計
は
壊
れ
て
ゐ
る
が
、
空
や
影
や
光
の
具
合
で

大
概
見
当
が
つ
く
、
　
　
売
薬
嗜
眠
剤
の
悪
夢
に
倦
き
た
の
で
旬
日
の
禁
を

犯
し
て
洋
酒
を
摂
る
。
漸
く
に
し
て
陶
然
た
る
頃
、
窓
方
ま
ど
べ
の
明
る
み
も
亦
仄

か
と
な
る
。
水
眼
鏡
の
眼
を
視
開
い
て
水
底
を
さ
迷
は
ん
夏
の
日
の
こ
と
を

思
ふ
。
Ｂ
兄
妹
に
起
さ
れ
る
、
途
上
に
て
出
遇
ひ
た
る
と
い
ふ
余
の
母
の
言

伝
を
寄
す
　
　
生
母
の
病
気
見
舞
に
二
旬
以
来
滞
京
中
の
Ｓ
女
（
妻
）
は
明

夕
帰
宅
の
由
。
Ｎ
女
（
Ｂ
の
令
妹
）
を
徒
歩
に
て
帰
ら
し
め
Ｂ
の  

側    

車  

サ
イ
ド
カ
ア

に
搭
乗
し
て
病
院
へ
送
ら
る
。
日
毎
こ
れ
を
も
つ
て
送
迎
を
得
ば
幸
甚
な
り

と
云
へ
ば
Ｂ
は
苦
笑
し
て
答
へ
ず
。
酒
を
飲
用
せ
る
こ
と
を
一
切
口
に
せ
ず
。

　
夜
「
ク
リ
ト
ン
」
を
再
読
す
る
。
既
に
し
て
冒
頭
の
数
頁
を
暗
誦
し
て
ゐ
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る
の
に
気
づ
い
た
。
（
理
由
は
な
い
の
だ
が
大
分
前
か
ら
自
分
で
選
ん
で
自

分
で
本
を
買
ふ
と
い
ふ
習
慣
を
忘
れ
て
ゐ
る
。
自
分
は
彼
女
に
頼
み
も
し
な

け
れ
ば
口
に
も
し
な
い
の
だ
が
妻
は
時
々
自
身
の
為
に
買
つ
た
の
で
あ
ら
う

本
を
私
の
机
辺
に
置
い
て
行
く
。
そ
の
や
う
に
し
て
溜
つ
た
本
が
二
十
冊
近

く
あ
る
、
今
私
は
他
に
一
冊
の
本
も
持
つ
て
ゐ
な
い
。
）
未
だ
「
プ
ラ
ト
ン

対
話
篇
」
を
翻
読
し
た
の
み
な
れ
ど
、
嗜
眠
剤
な
ど
を
滅
多
に
服
用
せ
ぬ
吾

身
に
は
そ
の
効
め
が
不
気
味
に
顕
著
な
る
が
如
く
、
稀
の
読
書
が
又
い
ち
い

ち
胸
を
感
激
さ
せ
る
こ
と
夥
し
い
。
未
読
の
書
を
瞥
見
す
る
毎
に
異
様
な
圧

迫
を
覚
え
て
な
ら
な
い
。
Ｓ
女
は
東
京
か
ら
も
う
二
度
も
本
を
送
つ
て
寄
越

し
て
ゐ
る
。
自
分
の
無
智
を
嘆
き
な
が
ら
に
彼
女
の
多
読
を
別
に
感
心
し
な

い
の
は
何
故
か
な
ど
ゝ
思
ふ
。
実
際
彼
女
等
の
和
洋
古
今
の
書
に
渉
つ
て
の
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乱
読
に
は
舌
を
巻
く
。

　
余
は
俳
優
の
や
う
に
思
は
ず
声
色
し
て
ク
リ
ト
ン
を
読
ん
だ
。
久
保
勉
、

阿
部
次
郎
両
氏
の
名
共
訳
に
感
謝
し
た
。
非
常
に
疲
れ
た
。

　
二
日
晴
　
病
院
の
帰
り
に
母
の
方
へ
廻
る
。
母
は
Ｈ
（
余
の
一
子
）
を
伴

れ
て
Ｓ
女
を
迎
へ
に
停
車
場
へ
行
く
。
九
時
五
分
ま
で
待
ち
疲
れ
て
戻
る
。

東
京
の
母
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
母
が
案
じ
る
。

　
三
日
雨
　
夜
九
時
半
ま
で
待
つ
て
Ｓ
女
が
帰
ら
な
い
の
で
終
列
車
で
余
が

出
向
く
こ
と
に
し
た
。
朝
か
ら
の
吹
き
降
り
が
夕
暮
時
か
ら
小
雨
に
変
る
。

Ｓ
女
は
翌
日
帰
る
と
い
ふ
電
報
を
打
つ
た
と
い
ふ
。
義
母
に
は
変
り
な
し
。

余
徹
宵
枕
辺
に
侍
し
四
方
山
の
話
を
な
す
。
ど
う
せ
眠
れ
な
い
ん
だ
か
ら
と

云
つ
た
ら
病
人
が
笑
つ
た
。
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四
日
晴
　
汽
車
に
て
居
眠
り
し
な
が
ら
Ｓ
女
と
共
に
帰
る
。
停
車
場
で
別

れ
て
病
院
へ
廻
る
。

　
五
日
晴
　
怖
ろ
し
い
音
が
屋
根
に
響
い
た
の
で
思
は
ず
眼
を
醒
す
、
ワ
イ

〳
〵
と
い
ふ
声
が
す
る
の
で
窓
か
ら
首
を
出
し
て
眺
め
る
と
眼
下
の
雑
貸
屋

の
ト
タ
ン
屋
根
に
ダ
ル
マ
凧
が
お
ち
た
の
だ
、
此
処
の
屋
根
に
お
ち
た
の
か

と
聞
き
違
へ
た
が
左さ
様う
で
は
な
か
つ
た
、
多
数
の
人
々
が
長
竿
や
梯
子
を
持

つ
て
い
つ
ま
で
も
騒
い
で
ゐ
た
。
珍
ら
し
く
午
頃
病
院
へ
行
く
。
Ｂ
の
処
に

寄
つ
て
帰
り
が
け
に
母
の
方
へ
廻
る
と
母
と
Ｓ
女
と
は
晩
飯
だ
つ
た
。
二
人

の
前
に
は
盃
が
あ
つ
た
。
Ｂ
が
嫁
と
姑
と
が
何
と
か
だ
と
云
つ
て
笑
つ
た
。

自
分
だ
け
白
々
し
く
十
時
頃
に
其
処
を
去
る
。

　
六
日
晴
　
午
頃
起
き
て
、
こ﹅
れ﹅
を
書
き
は
ぢ
め
る
。
外
に
は
ブ
ン
〳
〵
と
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凧
の
う
な
り
が
凄
ま
じ
い
。
昨
日
ま
で
に
送
る
筈
だ
つ
た
の
で
慌
て
ゝ
書
く
。

夕
方
ま
で
に
書
き
あ
げ
て
病
院
へ
行
く
途みち
で
出
し
て
行
き
た
い
つ
も
り
な
の

だ
が
少
々
怪
し
い
。
昼
間
机
に
向
つ
た
の
は
珍
ら
し
い
。
昼
間
の
習
慣
が
つ

け
ば
好
い
と
思
ふ
。
凧
の
ウ
ナ
リ
が
消
え
た
か
と
思
ふ
と
、
風
が
酷
く
な
つ

て
ゐ
る
。
糸
を
巻
い
て
帰
つ
て
行
く
人
達
が
支
え
て
行
く
凧
に
風
が
あ
た
つ

て
大
変
困
つ
て
ゐ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
牧
野
信
一
全
集
第
三
巻
」
筑
摩
書
房

　
　
　2002
（
平
成14

）
年5

月20

日
初
版
第1

刷

底
本
の
親
本
：
「
新
潮
　
第
二
十
四
巻
第
六
号
（
六
月
号
）
」
新
潮
社

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年6

月1

日
発
行

初
出
：
「
新
潮
　
第
二
十
四
巻
第
六
号
（
六
月
号
）
」
新
潮
社

　
　
　1927

（
昭
和2

）
年6
月1
日
発
行

入
力
：
宮
元
淳
一

校
正
：
門
田
裕
志

2011

年7

月14

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

10五月のはじめ



五月のはじめ
牧野信一

２０２０年　７月１３日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


